


ll千本塁ιま堂き全館狂言杢旦三±年季組塁~
 
5月1日〈火〉� 5月3日〈視〉� 5月4日〈視〉

盈の部午後7時より 昼の部 I午益1堕よU 患の盤~鐙 1 瞳辛日
①え九ま庁� (Emma-cho) 20分 千本ゑ九ま堂書J建一千年記会 ①え九ま庁� (Emma-cho) 20分

②二人大名� (Ninin Da imyo) 35分 千本六斎会侍Bリ奉納 ②与平狐� (YoheiGftsune) 30分

③福釣り� CFukutsuri) 30分 昼の盤E午後3瞳よ!:l ③いろは� (1roha) 15分

④靭猿� (Utsubolaru) 35分 ①舌切雀� (Shita-kiriSuzume) 25分 ④二人大名� (Ninin Daimyo) 35分

②にせ地震� (Nise-jizo) 35分 ⑤紅葉狩り� (Momiji-gari) 30分

③いろは� (1roha) 15分 ⑥花盗人� (Hananusubito) 30分

④船弁慶� (Funa-Benkei) 25分 ⑦ほうらく割� (HourakuWari) 30分� 

5月2自〈水〉 夜の部午後6暗主り 夜の部午後6時より

夜の部壬盆7時よ� U ①鬼の念悌(Oni no Nembutsu) 25分 ①道成寺� (Dojoji) 60分

j)ish(Botanj②牡丹獅子i)aminar (κ②雷①芋汁(1moj iru) 30分� 20分 20分

分anzaki Watashj)30 (κ③神崎渡し分30i)(Dendenmush③で九で九虫分30(Akutaro)②悪太郎� 

③寺ゆずり� (Terayuzuri) 30分 ④伯母ケ酒� (Obaga Sake) 25分 ③千人切り� (Sennin-girj) 

④土蜘妹� (Tsuchigumo) 25分 ⑤末庚� (Suehiro) 40分

*上演時間はおよその目安です。なお、都合により演目を変更することがあります。



「
京
都
の
六
斎
念
仏
」

と
千
本
六
斎
会
に
つ
い
て

重
要
無
形
民
俗
文
化
財

H

「
千
本
六
斎
会
」
は
、
京
都
西
陣
「
千
本
ゑ
ん
ま
堂
」
界
隈
に
伝
わ
る
「
京
都
の
六
斎
念
仏
」
を
伝
承
す
る

空
也
堂
系
芸
能
六
斎
8

で
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
の
指
定
を
受
け
て
い
る
保
存
団
体
の
一
つ
で
す
。

「
京
都
の
六
斎
念
仏
」
の
起
源
は
、
平
安
時
代 

空
也
上
人

H

が
始
め
た 

空
也
踊
躍
(
ゅ
う
や
く
)
念
仏

H

で
あ
る
と
一
般
的
に
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
が
、
い
ろ
い
ろ
な
説
が
あ
り
、
道
空
上
人
が
広
め
た
と
伝
え
ら
れ
る

干
菜
寺
(
ほ
し
な
で
ち 
H
通
称
)
系
六
斎
念
仏
を
伝
承
さ
れ
て
い
る
保
存
会
も
あ
り
ま
す
。

ー
ハ
斎
念
仏
が
と
称
さ
れ
る
由
来
は
、
月
の
う
ち
六
日
あ
る
斎
日
に
市
中
各
所
で
念
仏
を
唱
え
た
こ
と

か
ら
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
後
六
斎
日
を
離
れ
、
今
で
は
「
京
都
の
六
斎
念
仏
」
の
多
く
は
八
月
の

行
事
と
な
っ
て
い
ま
す
が
(
一
部
は
春
、
秋
、
年
末
に 

六
斎
念
仏 

「
千
本
六
斎
会
」
も
毎
年
八
月
に
十
一 

1
十
三
日
の
「
勧
善
廻
り 

精
霊
迎
え
棚
経
」
と
十
四
日
の

「
千
本
ゑ
ん
ま
堂
で
の
孟
蘭
盆
奉
納
」
を
公
開
行
事
と
し
て
執
り
行
っ
て
お
り
ま
す
。

一
方
「
京
都
の
六
斎
念
仏
」
の
形
態
は
、
念
仏
踊
を
中
心
に
宗
教
的
演
目
が
ほ
と
ん
ど
の

)

M

H

音
曲
・
演
技
を
取
入
れ
た
芸
能
を
主
体
と
す
る 
H

芸
能
六
斎 

d

H

の
呼
称
は
そ
の
ま
ま
残
り
ま
し
た
。

念
仏
六
斎

H

H

の
二
つ
に
分
類
さ
れ
ま
す
。
(
当
会
は
芸
能
系
)

d

「
京
都
の
六
斎
念
仏
」
の
継
承
保
存
団
体
は
現
在
京
都
市
内
に
十
数
組
あ
り
、
昭
和
五
十
八
年
一
月
に

系
列
・
形
態
の
枠
を
超
え
て
全
団
体
が
固
か
ら
『
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
』
の
指
定
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

芸
能
六
斎
の
芸
は
、
江
戸
時
代
の
中
頃
、
京
の
町
で
広
ま
っ
て
い
た
長
唄
・
能
・
狂
言
・
歌
舞
伎
・
神
楽
・

祭
嫌
子
な
ど
各
種
芸
能
の
特
徴
を
取
り
入
れ
笛
・
太
鼓
の
曲
や
演
技
が
六
斎
念
仏
用
に
創
案
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
風
流
化
が
進
み
、
原
曲
と
離
れ
た
六
斎
念
仏
独
自
の
芸
能
に
発
展
し
「
祇
園
様
子
の
太
鼓
踊
り
」
や

「
獅
子
舞
の
碁
盤
乗
り
と
土
蜘
株
」
な
ど
は
芸
能
六
斎
の
代
表
的
演
目
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

「
千
本
六
斎
会
」
の
演
目
は
、
伝
統
の
中
に
新
し
い
も
の
を
取
り
入
れ
て
い
く
西
陣
と
い
う
土
地
柄
を
反
映
し

テ
ン
ポ
の
速
い
華
や
か
な
芸
が
持
ち
味
で
娯
楽
色
の
強
い
こ
と
が
特
徴
で
す
。
中
で
も
祇
園
磯
子
に
取
り

入
れ
た
“
す
ず
め
踊
り
"
や
、
独
特
の
容
姿
で
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
跳
ね
踊
る
獅
子
舞
と
西
陣
織
金
欄
の
衣
装
が

H

H

l

l

艶
や
か
な 

蜘
妹
の
精 

が
獅
子
と
大
き
く
立
ち
回
る
様
は
千
本
六
斎
風
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

「
千
本
六
斎
会
」
で
は
会
員
(
後
継
者
)
を
募
集
中
で
す
。
先
人
が
伝
え
て
き
た
西
障
風
の
六
斎
念
仏
を

伝
承
す
る
た
め
是
非
ご
入
会
く
だ
さ
い
。
募
集
要
項
は
、
ホ 

ム
ベ西

陣

千

本

六

斎

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

一
、
発
願
念
仏
唱
和
・
打
ち
出
し

二
、
豆
太
鼓
・
四
曲
(
浪
花
、
道
成
寺
、
素
雅
楽
、
砧
)

三
、
四
ツ
太
鼓
(
一
人
打
ち
・
棺
打
ち
な
ど
)
狂
書
共
演

園
、
厳
園
曜
子
『
入
れ
事
』
(
雀
踊
り
)

(

中

入

り

玉
、
豆
太
鼓
・
ニ
曲

(
山
姥
、
法
縁
祭
)

(
願
人
坊
〉

(
堀
川
猿
回
し
)

(
さ
ら
し
)

〈
獅
子
太
鼓
、
獅
子
舞
、
狂
言
共
演

碁
盤
乗
り
、
蜘
蝶
の
輔
、
攻
め
太
鼓
)

〈
結
願
念
仏
唱
和
)

平

成

三

十

年

五

月

三

日

六

、

手

踊

り

七

、

太

鼓

踊

り

引
抜
き
手
踊
り

八
、
獅
子
と
蜘
妹

九
、
阿
弥
陀
打
ち

粧
撞
共
繍

u

奉

納

予

定

演

目

@i1豊平高弘鳶会会員募集

千本六資会が伝承するf京都の大斎念仏jの後継者を募集

*年令、性別、住所lま聞いません

*会費不要、だれでも入れます� 

*8月の行事に参加が条件です

*練習は通常毎月第2・4土曜日夜

紹介ホームページ� http://rokusal.jpn.org/
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11 演
目
の
紹
介

一
発
願
念
仏

---L..

七 F 五 四、/¥ 


ー旦� 祇 四 豆
ツ砧素道な太

雅成に鼓太
流 号思� 

鼓 楽寺わT芋
し

す
ず
め
踊
り

LU太主
賠 鼓�  1l 

打
ち
出
し
導
師
の
発
声
で
発
願
戸
明
を
唱
和
、
続
い
て
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
念
仏
を
唱
和
し
、
豆
太
鼓
の
先
導

法
縁
祭

手
踊
・
願
人
坊

豆
太
鼓

堀
川
猿
回
し

引
抜
手
踊
・
ざ
ら
し

獅
子
舞

獅
子
太
鼓

蝶
々

碁
盤
乗
り


蚤
取
り


蜘
株
の
精


攻
め
太
鼓

結
願
念
仏

で
太
鼓
打
ち
を
始
め
ま
す
。

い
ず
れ
も
歌
舞
伎
か
ら
題
材
を
得
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
か
つ
て
は
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
曲
調
だ
っ
た
と
聞

い
て
い
ま
す
が
、
現
在
は
早
く
軽
や
か
に
演
じ
ら
れ
ま
す
。
千
本
六
斎
が
、
西
陣
の
土
地
柄
を
反
映
し
、
変
化
し

て
き
た
為
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
最
後
の
「
砧
」
で
は
、 

1
つ
の
リ
ズ
ム
に
聞
こ
え
る
曲
を
、
二
人
で
打
ち
分
け
る

軽
妙
な
技
が
聞
き
ど
こ
ろ
で
す
。

六
斎
念
仏
で
最
も
基
本
と
な
る
太
鼓
の
演
目
で
す
。
取
手
の
付
い
た
巴
太
鼓
4
制
を
木
枠
に
据
え
置
き
、
笛
の
音

に
合
わ
せ
て
打
ち
分
け
ま
す
。

片
手
で
打
つ
二
丁
プ
チ
」
か
ら
始
ま
り
、
途
中
か
ら
両
手
で
打
つ
「
二
丁
プ
チ
」
に
な
り
、
打
ち
方
が
変
化

し
ま
す
。 

2
人
が
向
か
い
合
っ
て
同
時
に
打
ち
合
う
「
相
打
ち
」
や
、
聞
を
空
け
ず
に
打
ち
続
け
る
「
ド
ロ
ド
ロ

打
ち
」
、
二
]
ブ
チ
を
数
人
で
連
続
し
て
打
ち
続
け
る
コ
ニ
ノ
繰
り
」
な
ど
、
多
彩
な
打
ち
分
け
を
ご
覧
頂
け
ま

す
。
本
目
、
狂
言
の
演
目
「
芋
汁
」
を
取
り
入
れ
た
「
二
ノ
繰
り
」
を
、
狂
言
保
存
会
の
演
者
が
演
じ
ま
す
。

祇
園
瞬
子
の
始
ま
り
を
告
げ
る
太
鼓
で
す
。 

4
人
の
奏
者
が
巴
太
鼓
を
手
に
「
そ
う
り
や
」
の
掛
け
戸
と
共
に

踊
り
、
打
ち
始
め
ま
す
。

鉦
の
リ
ズ
ム
が
「
チ
キ
チ
ン
、
チ
キ
チ
ン
」
と
一
定
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
、 

4
人
の
巴
太
鼓
が
ウ
ラ
と
オ
モ
テ

に
別
れ
て
相
打
ち
を
始
め
ま
す
。

千
本
六
斎
会
に
の
み
伝
わ
る
演
什
で
、
江
戸
時
代
の
風
流
踊
り
で
あ
っ
た
す
ず
め
踊
り
が
、
祇
園
曜
子
に
取
り

入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。

太
鼓
、
鉦
、
笛
が
、
流
し
の
時
と
は
違
う
タ
イ
ミ
ン
グ
で
重
な
り
、
緊
張
感
高
ま
る
演
奏
と
な
り
ま
す
。

京
都
の
六
斎
念
仏
の
中
で
も
唯
一
、
笛
の
独
奏
を
合
む
演
目
で
す
。
笛
の
独
奏
で
始
ま
り
、
静
か
な
余
韻
が
印
象

的
な
前
半
。
後
半
に
は
太
鼓
が
加
わ
り
、
対
照
的
に
テ
ン
ポ
の
速
い
曲
に
変
り
ま
す
。

豆
太
鼓
の
振
り
(
踊
り
)
が
軽
妙
な
模
自
で
す
。
ウ
ラ
の
太
鼓
が
な
か
な
か
揃
わ
な
い
、

難
し
い
曲
で
す
。

清
元
の
「
う
か
れ
坊
主
」
を
題
材
に
し
た
演
目
で
す
。
銭
錫
杖
を
手
に
舞
う
2
人
の
願
人
坊
主
は
、
と
て
も
コ

ミ
カ
ル
で
、
芸
達
者
な
演
じ
子
の
み
に
許
ざ
る
、
難
し
い
演
目
で
も
あ
り
ま
す
。

浄
瑠
璃
「
堀
川
の
段
」
を
脚
色
し
た
漬
目
で
す
。
現
在
の
振
り
付
け
は
、
大
人
も
子
供
も
同
じ
内
容
で
す
が
、

以
前
は
子
供
が
猿
の
着
ぐ
る
み
で
、
大
人
は
大
道
芸
の
援
引
き
の
格
好
で
演
じ
て
お
り
ま
し
た
。

本
日
は
、
狂
言
の
「
う
つ
ぼ
猿
」
の
演
者
他
が
登
場
し
、
共
演
し
ま
す
。

堀
川
猿
回
し
に
続
け
て
、
女
性
二
名
で
舞
う
「
さ
ら
し
踊
り
」
で
す 

女
性
の
入
会
に
伴
い
考
案
さ
れ
た
千
本

c

六
斎
会
独
自
の
演
目
で
す
。
平
成
十
七
年
に
現
在
の
姿
に
再
構
成
さ
れ
ま
し
た
。

加
茂
川
の
河
原
で
行
な
わ
れ
て
い
た
、
友
禅
洗
い
の
さ
ら
し
を
曲
で
表
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

千
本
六
斎
会
の
獅
子
舞
は
、
巴
太
鼓
4
人
に
よ
る
相
打
ち
に
始
ま
り
、
↓
獅
子
を
呼
び
出
し
ま
す
。

本
日
は
、
狂
言
保
存
会
の
獅
子
も
登
場
し
、 

2
頭
の
獅
子
の
共
演
を
行
い
ま
す
。
牡
丹
に
寄
っ
て
来
た
二
匹
の

H

蝶
が
、
寝
て
い
る
獅
子
を
か
ら
か
い
ま
す
。

千
本
六
斎
の
獅
子
舞
で
最
大
の
見
所
。 

3
段
に
積
ま
れ
た
碁
盤
の
上
で
、
曲
芸
を
演
じ
ま
す
。

獅
子
が
、
猫
の
よ
う
な
仕
草
で
毛
繕
い
を
始
め
ま
す
。
と
て
も
可
愛
ら
し
い
演 

で
す
。

曲
調
が
一
変
し
、
蜘
昧
の
精
が
現
れ
ま
す
。
休
ん
で
い
る
獅
子
と
鉢
合
わ
せ
、
戦
い
が
始
ま
り
ま
す
。
蜘
昧
の

精
は
、
糸
を
吐
き
獅
子
を
苦
し
め
ま
す
が
、
や
が
て
退
散
し
ま
す
。

戦
い
に
疲
れ
た
獅
子
は
倒
れ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
巴
太
鼓
4
人
に
よ
る
相
打
ち
に
鼓
舞
さ
れ
、
息
を
吹
き
返
し

勝
ち
闘
を
上
げ
ま
す
。

阿
弥
陀
打
ち

公
演
の
最
後
は
法
要
と
同
じ
く
、
結
願
の
お
念
仏
で
締
め
括
ら
れ
ま
す
。




